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1982 年に『海洋のうつろ』による水域の浄化システムを発明し、科学技術長官賞を受賞しま

した。この技術を応用して 1985年に『「海洋のうつろ」を利用した潮流発生装置』を発明し、この該技術

を利用し、〝自然の力で繰返す（津波、高潮、河川）災害を阻止〟しようとするのである。     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１、河川災害の阻止 

「海洋のうつろ」を利用した潮流発生装置により、 

河口に激しい潮流を発生させることができる。 

 この自然の原理を其々の各河川に 適応させることにより、 

本来、河川は重力の流れのエネルギーが支配する水域であ 

るが、下流部では潮汐の流れのエネルギー下流部は、潮汐の 

エネルギーが支配する水域となり、河川の流れのエネルギー 

の変換が可能となる。この技術により、河床を深く掘り、洪水 

の疎通断面を大きくすることにより河川洪水を阻止できると考える。 

更に上流部では水みちを絞り掃流力を高め河床を深く掘り洪 

水の疎通能力を高めれば大地は全てスパー堤防である。 

 

２、津波高潮の阻止 

 また、津波（高潮）は波長が長く莫大なエネルギーを所持 

しており、砕波させると大変ですが、反射しやすい波である。 

従って、現在では、津波（高潮）を陸域で阻止しており、 

津波（高潮の被害を大きくする原因となっている。 

この為、、『海洋のうつろ』を構成する堤体を津波の反射 

防構造として、津波を海域の洋上で阻止ものである。 

 

然の原理（２００７/６） 

自然の力で繰返す（津波、高潮、河川）災害を阻止しよう！ 

             紀の川の環境を守る会 赤井一昭 

 

 

④津波の反射 

脱炭素で国土の強靭化 

① 潮流河川には堤防がない 

②「海洋のうつろ」を利用した潮流発生装置 

『如何に激しい潮流であっても、潮流はすべて海水面下の流れで、陸域を

流れる潮流は存在せず、洪水流量に匹敵する潮流河川には洪水はない。 
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3、うつろの潮流発生能力 

潮位変化のある水域を堤体構造で囲い締切り、水路で開放することにより潮汐の度に激しい潮流が

発生する。この水路口を河口に挿入することにより、河口に激し潮流が発生し、河床洗掘が進行する。 

さらに、潮流は潮位と時間の関係であり、津波や台風、 

高潮時には激しい潮流が発生する。 

『海洋のうつろ』の単位面積当たり潮流発生能力は 

毎秒,２００～７００屯／㎢と考えられ、其々の,各河川の 

洪水流量に合わせ、うつろの面積を確保する。 

 

４、『海洋のうつろ』を構成する堤体の構築 

  河口海域水深 20m前後の海域に 

『海洋のうつろ』を構成する堤体を津波の 

反射構造として、構築する。 

（主堤体の捨石の単価は中国からの輸入 

実績も踏まえ＠３０００～５０００円／㎥と 

すれば）堤体の単位メートル当り約 200～ 

1000万円／ｍで、各河川の『海洋のうつろ』 

の堤体の総延長を約 30ｋｍとすれば、 

６００～3000 億円程度で、さらに、洪水時における遡上水路の遊水効果を考慮すれば『海洋のうつろ』

の面積は半減し、３００～1500億円程度で、現在の災害や国家予算からして不可能でないと考えられる。 

 

５、効果 

津波、高潮を防御し、これ等のエネルギーを有効に利用して 

河口閉塞を阻止し、河床を深く掘り、洪水の疎通断面を大きく 

し、河床を下げ『大地は全てスパー堤防』の具体化を図ると共 

に、河川航路を整備し、港を創り、沿岸の開発を進める。 

一方、自然の力で上流の莫大な掘削土砂を洪水時の泥水と 

して海域迄安全に輸送し『海洋のうつろ B』注 1の静穏浄化機能 

を利用して泥と水に分離し、水はきれいにして海域に放流する 

と共に泥は干潟や広大な土地を絵型の様に造成する。 

更に潮流発生用の広大な『海洋のうつろ』の静穏化水域 

を海洋牧場や多くの超大型浮体構造物や基地・風力発電等に 

活用するのが当該の技術のシステムである。 

特に和歌山では、紀の川の水をきれいにし、河床を下 

げ、河口洪水のピークカットを行い、和歌山市や海南市の津波、高潮の災害を阻止すると共に、河

床を深く維持し、和歌山港に巨大豪華客客船の横付けを可能にしようとするものである。 

（注 1、『海洋のうつろ B』は多空隙を有する堤体構造で囲締切られた水域） 

 

 

 

 

 

⑤うつろを構成する堤体の事

例 

 

③津波の波形事例 

⑥河川の津波、高潮、洪水対策の構想図

事例 

 

⑦河床を下げ大地が全てスパー堤防 
２０２０．１１． 
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自然の力で繰返す（津波、高潮、河川）災害を阻止する技術 
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紀の川の河口に図のような約 20 平方キロの「海洋のうつ

ろ」を構成し、堤体を河川上流に向かって徐々に延伸させる

ことにより、遡上水路口に（平常時毎秒 2000ｔ／ｓ～津波、

台風、高潮時には約 1 万ｔ／ｓ）紀の川の洪水流量に匹敵す

る潮流が発生し、河口を維持洗掘する。 

これは全て海水面下の流れである。 

 

紀の川の河口洗掘及び維持の原理 

 

 

和歌山港の潮汐 
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